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［特集］平成18年度公営企業会計・特別会計決算 

岡
垣
町
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
名
所
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
さ
あ
み
な
さ
ん
、
次
の
ペ
ー
ジ
へ

風
を
つ
か
め



10
月
28
日
、
湯
川
山
で
湯
川

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
プ
ン
記

念
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
約
二
十
人
が
参
加
し
た
。

大
会
が
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
る

の
は
十
五
年
ぶ
り
の
こ
と
。
着

陸
の
正
確
さ
を
競
う「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」と
、
空
中
の
定
め
ら
れ
た
位

置
を
通
過
し
て
い
く「
パ
イ
ロ
ン

レ
ー
ス
」の
二
種
目
を
競
技
し
た
。

JR鹿
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県
道
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老
津
線
 

発進地 

風
を
つ
か
め
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波
津
海
水
浴
場
駐
車
場
で
開
会

式
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
発
進
地
で

あ
る
湯
川
山
へ
。
山
道
を
歩
く
こ

と
十
五
分
、発
進
地
に
到
着
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
の
は
一
面
の
大
パ
ノ
ラ
マ
―
。

緑
色
に
染
ま
っ
た
三
里
松
原
が
真

っ
青
な
海
を
囲
み
か
け
る
よ
う
な

姿
は
、
岡
垣
町
の
象
徴
的
な
風
景

で
あ
る
。
晴
天
も
手
伝
っ
て
、
そ

の
場
に
立
っ
て
眺
め
て
い
る
だ
け

で
も
十
分
に
満
足
を
覚
え
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
上
空
か
ら
の
景
色

を
想
像
す
る
と
、た
だ
た
だ
絶
句
。

言
葉
が
出
な
い
。

天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
、

肝
心
の「
風
」が
な
か
な
か
や
っ
て

こ
な
い
。
和
気
あ
い
あ
い
と
準
備

を
進
め
て
い
く
選
手
た
ち
。
聞
け

ば
、
天
気
が
よ
く
て
も
風
が
な
け

れ
ば
飛
べ
な
い
、
よ
く
あ
る
こ
と

だ
と
い
う
。
不
安
な
気
持
ち
が
よ

ぎ
り
か
け
た
そ
の
と
き
、
響
灘
か

ら
吹
き
上
げ
て
き
た
心
地
よ
い
風

が
顔
肌
を
刺
激
し
た
。

「
よ
し
、
今
や
」

勢
い
よ
く
助
走
、
上
昇
気
流
目

が
け
て
飛
び
立
つ
の
で
あ
っ
た
。

私
は
約
二
十
年
前
か
ら
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
内
に
は
い
く
つ
か
フ
ラ
イ
ト

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
湯
川
山
の

よ
う
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
い
場
所
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
海
あ
り
松
原

あ
り
、
本
当
に
飛
ん
で
い
て
気
持
ち
が

い
い
で
す
。
風
に
乗
っ
て
上
昇
す
る
と

き
に
一
番
そ
れ
を
感
じ
ま
す
。
現
在
湯

川
山
か
ら
は
北
東
に
向
け
て
飛
ぶ
こ
と

し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
北
西
に
向
け
て

飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
飛

び
た
い
で
す
ね
。
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を

岡
垣
町
の
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
Ｐ

Ｒ
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
市
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
協
会
湯
川
エ
リ
ア
管
理
者(

岩
永)

1
０
９
０
‐
２
５
８
０
‐
９
６
１
２
へ

すべてを解き放つ大空へ－

福岡市パラグライダー協会

湯川エリア管理者

岩永　登史郎さん

開会式場の波津海水浴場から湯川山を望む　　パイロンレースで定められた位置を確認する選手たち
↓海からゆるやかに吹き上がってくる風を待つ。ご覧のとおり景色は最高。文句なしのロケーションだ

↑ ↑

発進地

観
光
資
源
と
し
て
紹
介
し
た
い
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平
成
十
八
年
度
　
公
営
企
業
会
計
・
特
別
会
計

決

算

岡
垣
町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に
二
つ
の
公
営
企
業
会
計
と
三
つ
の

特
別
会
計
が
あ
り
、
ど
の
会
計
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
十
八
年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
は
ど
の
よ
う
に
お
金

が
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ

う
に
、
浄
水
処
理
や
配
水
管
の
改
良
工

事
な
ど
を
す
る
事
業
の
会
計
で
す
。

収
益
的
収
支
で
は
、
主
に
水
道
使
用

料
な
ど
の
収
入
で
、
電
気
代
や
薬
品
代

な
ど
の
費
用
や
借
金
の
利
子
返
済
に
使

っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
支
で
は
、
水
道
施
設
を
新

設
・
改
良
し
て
い
ま
す
。
不
足
額
は
、

損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
っ
て
い

ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
水
道
を
利
用
で

き
る
家
庭
が
百
五
十
七
戸
、
人
口
が
二

百
三
十
三
人
増
え
ま
し
た
。

年
間
の
総
配
水
量
は
三
百
四
十
三
万

三
千
三
十
二

で
前
年
度
よ
り
七
万
六

千
八
百
六
十
五

減
り
ま
し
た
。

現
在
、
一

を
給
水
す
る
た
め
に
は

約
百
四
十
二
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

m3

m3
m3

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
へ

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
へ

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
や
し
尿
を

き
れ
い
に
す
る
事
業
の
会
計
で
す
。

収
益
的
収
支
で
は
、
下
水
道
使
用
料

や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の
収

入
で
、
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る
た

め
の
費
用
や
借
金
の
利
子
返
済
な
ど
に

使
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
支
で
は
、
国
か
ら
の
補
助

金
な
ど
を
利
用
し
て
施
設
の
建
設
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
不
足
額
は
損
益
勘
定

留
保
資
金
な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
水
洗
化
し
た
家

庭
が
四
百
二
戸
、
利
用
者
が
七
百
二
十

人
増
え
ま
し
た
。

年
間
総
処
理
水
量
は
二
百
八
十
四
万

六
千
百
十
八

で
前
年
度
よ
り
二
十
一

万
五
千
六
百
九
十
一

増
え
ま
し
た
。

現
在
、
汚
水
一

を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
は
約
三
百
二
十
八
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。

m3

m3

m3

公営企業会計
水道事業会計

下水道事業会計

【収益的収支(事業運営の収支)】
収　入　5億　984万円
支　出　4億3,723万円
純利益　　 7,261万円

【資本的収支(施設建設などの収支)】
収　入　1億1,650万円
支　出　2億5,697万円

※ともに消費税抜きの金額

【収益的収支(事業運営の収支)】
収　入　8億 10万円
支　出　8億4,754万円
純損失　　 4,744万円

【資本的収支(施設建設などの収支)】
収　入　6億1,922万円
支　出　8億6,410万円

※ともに消費税抜きの金額

収益的収支 

資本的収支 

収　入 
5億984万円 

純利益　7,261万円 

給水収益 4億5,985万円 
その他の営業収益 4,939万円 
営業外収益 60万円 

施設維持管理費 2億4,517万円 
減価償却費 1億2,031万円 
支払利息 6,085万円 
その他 1,090万円 

支　出 
4億3,723万円 

収　入 
1億1,650万円 

企業債 1億1,450万円 
消防負担金 200万円 

施設整備、配水管改良などに使った 
費用 1億8,349万円 
企業債償還金 7,348万円 

支　出 
2億5,697万円 

内
訳 

内
訳 

収益的収支 

資本的収支 

収　入 
8億10万円 

純損失　4,744万円 

下水道料金 3億5,943万円 
一般会計繰入金 4億3,596万円 
その他 471万円 

施設維持管理費 2億　818万円 
減価償却費 3億2,191万円 
支払利息 3億1,703万円 
その他 42万円 

支　出 
8億4,754万円 

収　入 
6億1,922万円 

企業債 1億6,380万円 
一般会計繰入金 6,704万円 
国県補助金 3億1,893万円 
受益者負担金・分担金 6,945万円 

下水道管建設改良などに使った 
費用 5億4,102万円 
企業債償還金 3億2,308万円 

支　出 
8億6,410万円 

内
訳 

内
訳 

※１　公営企業会計上、減価償却費などの現金支出を伴わずに公営企業内部に留保している資金

※
１

※
１
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岡
垣
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
医
療
費
な
ど
を
支
払
っ
て
い

る
会
計
で
す
。

収
入
は
国
民
健
康
保
険
税
と
、
国
や

県
、
町
の
負
担
金
や
補
助
金
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。

支
出
は
主
に
医
療
費
の
支
払
い
な
ど

の
保
険
給
付
費
で
す
が
、
入
院
な
ど
の

高
額
な
医
療
費
が
増
加
し
、
前
年
度
よ

り
14
・
２
％
増
え
、
二
十
二
億
七
千
五

百
五
十
八
万
円
支
出
し
ま
し
た
。

収
入
と
支
出
を
差
し
引
く
と
二
千
八

百
二
十
三
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
の

で
、
赤
字
分
を
十
九
年
度
の
予
算
か
ら

繰
り
上
げ
て
補
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

特 別 会 計
国民健康保険事業

特別会計

収　入　32億9,493万円

支　出　33億2,316万円

老
人
保
健
制
度
は
、
七
十
五
歳
以
上

の
人
が
病
院
に
か
か
る
と
き
の
費
用
の

負
担
を
軽
く
し
て
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
や
県
、
市
町
村
、

各
保
険
者
が
お
金
を
出
し
合
い
医
療
費
を

負
担
す
る
と
い
う
、
国
民
み
ん
な
で
支
え

合
う
制
度
で
す
。
こ
の
会
計
は
、
こ
の
制

度
の
運
営
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

十
八
年
度
は
赤
字
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
国
や
県
か
ら
の
負
担
金

は
二
年
前
の
医
療
費
を
基
に
計
算
し
ま

す
が
、
こ
の
負
担
金
を
上
回
る
伸
び
で

医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
財
源
が

不
足
し
た
も
の
で
す
。
不
足
し
た
国
・

県
の
負
担
金
は
、
十
九
年
度
に
精
算
交

付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

老人保健事業
特別会計

収　入　38億7,216万円

支　出　39億1,774万円

住
環
境
を
整
備
し
改
善
し
て
い
く
た

め
、
住
宅
を
新
築
・
改
修
す
る
と
き
や

宅
地
を
取
得
す
る
と
き
に
必
要
な
資
金

を
貸
し
付
け
し
、
回
収
す
る
会
計
で
す
。

現
在
は
資
金
の
貸
し
付
け
は
し
て
お

ら
ず
、
貸
付
金
の
回
収
に
関
す
る
事
業

を
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
へ

住宅新築資金等
貸付事業特別会計

収　入　275万円

支　出　384万円

【会計別決算の一覧表】 

会計名 
一般会計 

水道事業会計 

下水道事業会計 

特別会計 
国民健康保険事業 
老人保健事業特別会計 
住宅新築資金等貸付事業特別会計 

78億5,348万円 
71億6,984万円 
32億9,493万円 
38億7,216万円 

275万円 
6億2,634万円 
5億　984万円 
1億1,650万円 
14億1,932万円 
8億　  10万円 
6億1,922万円 

74億7,733万円 
72億4,474万円 
33億2,316万円 
39億1,774万円 

384万円 
6億9,420万円 
4億3,723万円 
2億5,697万円 
17億1,164万円 
8億4,754万円 
8億6,410万円 

3億7,615万円 
△7,490万円 
△2,823万円 
△4,558万円 
△109万円 

収益的収支 
資本的収支 

収益的収支 
資本的収支 

収　入 支　出 差　引 

4ページの各表を 

見てください。 
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▲内村正典さん(吉木区)と孫の山本晃平く
ん(公園通り中区)のギター演奏

▲ウエーブアリーナでは絵画・陶芸・盆栽
などの作品を展示

▲茶道協会がお茶を振る舞いました

▲美しい舞を披露してくれた吉田七菜さん(元松原区)。なんと小学４年生です

▲中央公民館では社交ダンスも。フォーマ
ルな着こなしで、レッツダンス！

▲ハミングホールでは歌・踊り・楽器演奏
▼などが披露されました

9/23東部・中部保育所運動会

町最大の文化の祭典が11月２日から５日にかけ
て開催されました。今年で31回目を迎えるこの催
しは、住民のみなさんが実行委員となって計画、実
施しています。出演・出展した人の総数は約2,000
人、来場者は5,300人を超えました。芸能の部に孫
の山本晃平くん(公園通り中区)と出演した内村正典

さん(吉木区)は、｢出演は今年で３回。緊張して少し
間違いました(笑)。でも孫と出演できたことがとて
もいい思い出になりました。この文化祭は世代間交
流の場、日ごろの練習の成果を披露する場としてこ
れからもずっと開催してほしいですね。来年も参加
しようと思っています｣と話してくれました。

咲
く
、
咲
く
、
文
化
の
華

第
三
十
一
回
町
民
文
化
祭

は
　
な
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▲ほら見て！大きいでしょう

来
年
も
ウ
ミ
ガ
メ
が
帰
っ
て
こ
れ

る
よ
う
な
き
れ
い
な
海
岸
に

▲

夕
ご
は
ん
が
楽
し
み
で
す
ね
！

▲
町内の小中学生2,098人が三里松原海岸一帯を清

掃し、1,530キロのごみを収集しました。
参加者からは｢海岸がみるみるうちにきれいにな

ったね」という声があちこちから聞かれました。

町の財産、みんなで守ろう
10/24‘０７クリーンアップサンリー海岸

県社会福祉大会
で、地域の社会福
祉功労者に対し県
知事から表彰状な
どが贈られまし
た。町内からは、

心身障害者自立更生で広渡嘉之さん(海老津区)に表
彰状が、ボランティア功労者で金井ミチ子さん(高
倉区)と行山國雄さん(南山田区)に感謝状が贈られま
した。

地域の福祉に貢献
10/12 社会福祉大会功労者表彰

岡垣サンリーアイで開催しました。参加したみな
さんは戦没者の冥福を祈るとともに、平和の尊さを
再認識し、悲惨な歴史を繰り返さない誓いを新たに
しました。

二度と悲劇を繰り返さない
10/23 戦没者合同慰霊祭

東黒山区にある芋
畑で、児童75人が芋
掘りをしました。土
の中から芋が出てく
ると歓声が上がり、
「こっちのほうが大き
いよ！」とみんなで大
きさを比べ合ってい
ました。掘った芋を
袋いっぱいに詰め込
んでうれしそうに持
ち帰っていました。

おっきいのが取れたよ！
10/18 山田学童保育所芋掘り

青少年育成県民会
議が実施したコンク
ールで、吉木小学校
１年生のはら原帆

ほ

希
まれ

くん(西黒山区)が標
語の部で奨励賞を受
賞しました。原くん
は「あいさつをしよ
うと思って作りまし
た」と話してくれま
した。

ともだちに おはよういって さああそぼ
「家庭の日」「オアシス運動」作品コンクール入賞

原区の棚田で催しました。親子で枝豆刈りを楽し
み、持ちきれんばかりの枝豆を抱えながら、「採りた
ての枝豆は味が良く毎年楽しみにしています」とオ
ーナーのみなさんはとても満足そうでした。

秋の味覚！岡垣産枝豆を収穫
10/28 枝豆オーナーが枝豆を収穫

写真右から行山さん、
広渡さん、金井さん

▲

おめでとうございます！▲
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読者へのお知らせ、
サークルなどの紹介、
イラスト・写真、俳
句・短歌・川柳などを
募集します。締切日は
毎月１日です。
※営利・政治・宗教に関
するものなど、掲載でき
ないものもあります

投稿先・問い合わせ
〒811－4233
岡垣町野間１丁目１番
１号
岡垣町役場地域づくり
課1282－1211
chiiki@town.okagaki.
fukuoka.jp

一
般
の
作
品

夜
更
か
し
の
子
ら
の
鼻
屎
食
う
と
な
く

古
里
の
山
の
ふ
く
ろ
う
の
声

川
原
つ
る
子

丹
精
を
先
に
カ
ラ
ス
に
試
食
さ
れ

馬
場
　
哲
哉

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

沈
香
の
身
ほ
と
り
に
添
ふ
萩
の
花

舩
津
丸
て
る
代

野
紺
菊
濡
ら
し
て
山
の
水
呑
場

十
時
千
恵
子

一
湾
の
き
ら
め
き
に
浮
く
夕
芒

川
里
　
正
子

肩
を
張
る
夜
干
の
烏
賊
や
後
の
月

橋
い
た
る

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
昼
の
部

秋
晴
や
島
を
境
に
灘
二
つ

石
田
　
　
実

早
鞆
の
舩
押
し
戻
す
秋
の
潮松

本
　
　
司

触
れ
売
り
に
犬
が
応
え
る
秋
日
和

戸
次
　
和
子

手
に
掬
ぶ
山
峡
深
き
秋
の
水井

形
サ
ダ
エ

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
夜
の
部

風
車
舞
ふ
呼
子
の
岬
の
芒
原深

田
　
英
子

心
願
の
読
経
に
交
じ
り
仏
法
僧

中
島
　
宣
広

幻
の
窯
を
た
ず
ね
て
大
花
野大

野
　
亮
子

白
樺
の
林
を
出
づ
る
秋
の
川力

丸
ツ
ヤ
子

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

晩
秋
の
風
や
未
完
の
壷
重
し田

中
　
久
子

婿
殿
に
栗
飯
持
た
せ
嫁
の
里寺

田
タ
ツ
子

二
月
分
仕
込
む
二
合
や
虫
の
秋

俵
口
　
勝
美

波
寄
す
る
汀
に
秋
の
音
き
け
り

外
村
　
次
子

木
綿
間
俳
句
会

朝
顔
に
賜
は
る
空
の
青
さ
か
な

吉
原
　
伯
明

野
良
猫
の
住
み
つ
く
波
止
場
漁
の
秋

杉
山
久
美
子

近
道
は
蝗
飛
び
つ
く
畦
な
り
し

貞
苅
　
文
枝

珍
芸
の
猿
に
投
げ
銭
秋
ま
つ
り

橋
本
貴
美
子

岡
垣
川
柳
会

底
知
れ
ぬ
友
の
頓
智
に
救
わ
れ
る

野
中
よ
う
子

良
い
思
案
重
い
空
気
を
吹
き
飛
ば
す

末
松
　
　
碧

柔
ら
か
い
空
気
を
つ
く
る
京
言
葉

山
本
　
雪
外

ぶ
ら
り
旅
う
ま
い
空
気
が
吸
い
た
く
て

小
田
　
和
彦

青
葉
短
歌
会

く
さ
む
ら
に
一
群
の
赤
や
曼
珠
沙
華

暑
さ
の
日
々
に
も
秋
の
訪
れ

西
村
　
光
代

黄
金
な
る
棚
田
の
秋
の
裾
模
様

彩
り
も
濃
く
彼
岸
花
咲
く

南
里
　
和
昭

手
短
に
綴
り
し
文
を
投
函
す

思
ひ
の
た
け
は
や
ま
や
ま
な
れ
ど

岩
崎
　
京
子

な
み
な
み
と
注
が
れ
し
ビ
ー
ル
ご
く
ご
く
と

飲
む
友
の
喉
微
か
に
動
く

石
松
　
文
子

夜
香
木

川
原
　
方
人

入
道
雲
地
平
を
離
れ
綿
雲
と
な
り
て
浮
か
べ
り
夏
も
逝
く
ら
し

遠
霧
に
う
る
む
灯
影
の
ひ
と
つ
ま
た
ひ
と
つ
消
え
ゆ
く
朝
の
野
末
に

犬
と
吾
れ
い
づ
れ
が
先
ぞ
と
も
に
老
い
て
い
ま
幾
年
か
朝
歩
き
せ
む

繰
り
返
し
言
葉
の
刃
に
抉
ら
れ
し
妻
に
は
見
え
ぬ
心
の
深
傷
ふ
か
で

さ
り
げ
な
き
君
と
の
会
話
に
癒
や
さ
れ
て
微
風
の
ご
と
き
鉄
火
を
つ
ま
む

夜や

行
木
こ
う
ぼ
く

寐
間
に
も
し
る
く
匂
ひ
き
て
今
宵
い
か
な
る
夢
や
見
る
ら
む

川
の
面
に
枝
垂
し

だ

れ
て
咲
け
る
萩
の
花
潮
ふ
く
ら
ま
ば
潮
に
浸
ら
む

老
公
望
竿
を
連
ぬ
る
人
呼
ん
で
年
金
波
止
場
今
日
も
賑
は
ふ

み
ん
な
の

投
　
稿

ま
っ
て
ま
す
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77歳、88歳になる人に
お祝いの言葉を贈りませんか

岡
垣
　
太
郎
さ
ん(

77
歳
・
野
間
四
区)

へ

77
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

趣
味
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が

ら
元
気
で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

―
岡
垣
家
一
同
―

【対象】町内在住で、掲載する月に77歳、88歳の誕生
日を迎える人がいる家族やサークルなど
【申し込み】誕生日前月末までに、①喜寿米寿になる
人の住所、氏名、生年月日、年齢、②申込者の住所、
氏名(団体名)、電話番号、③お祝いのメッセージ(45
文字以内）、④広報への意見を記入し、⑤喜寿米寿に
なる人が中心に写っている写真を添えて地域づくり課
に提出※毎月先着2組程度
【問い合わせ】地域づくり課へ

宝くじの普及とＰＲを目
的に、自治総合センターが
行っているコミュニティ助
成事業の支援と吉木区の出
資で、吉木交差点から熊野
神社前の道路に防犯灯を11
灯設置しました。区内は、
その昔岡城と呼ばれる城の
城下町でした。この防犯灯
のデザインには、城下町の
雰囲気を感じることができ
るようにと、風情あるもの
を選びました。

城下町の風情を感じさせる防犯灯

10月27日、大正・昭和期の文化人が交流した櫓
ろ

山荘
ざんそう

跡地(北九州市小倉
北区)で｢子ども俳句大会｣の表彰式があり、4,492句の中から杉田愛瑞美

あ ず み

さん(公園通り中区・吉木小６年)の作品が最高賞の「大賞」に選ばれました。
杉田さんは｢受賞したことにびっくりしました。これをきっかけに、も

う少し俳句をがんばってみようという気持ちになりました。とてもうれし
かったです｣と受賞の喜びを話してくれました。
また町内からは杉田さんのほかに１人が特別賞、8人が入選しています。

【文章は県俳句協会会長岸原清行さんの提供】

▲熊野神社の入口付近に
も設置しました

と　き・対象 毎週水曜日
○子どもの部＝３歳以上、午後７時～９時
○大人の部＝16歳以上、午後７時～10時
ところ 町民武道館
内　容 実践空手、型、古武術
※毎月第一水曜日に見学会やってます！
問い合わせ 養秀会岡垣支部(湧原)1090－5929－
6116へ

空手で強い心と身体を作りませんか
養秀会岡垣支部　部員募集

朝顔の　つるをのぼって　雲の上　俳句大会で大賞受賞

【文章と写真は吉木早苗直人区長の提供】
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広報おかがきに関係する次の問題に答えてくだ

さい。正解者の中から抽選で最大５人に、「びわの

葉湯」をプレゼントします。

問題１
パラグライダ－大会は何年ぶりに開催された？

（ヒント：２ページ）

A 14年　　B 15年　　C 16年

問題２
岡垣町の特別会計の数は？

（ヒント：４～５ページ）

A ３　　B ４　　C ５

問題３
吉木区はどんな防犯灯を設置した？

（ヒント：９ページ）

A 都会的な　B 城下町に合う　C 派手な

応募方法
答え(例：１－A)・住所・氏名(紙上匿名可)・電

話番号・広報おかがきへの意見を記入し、12月

５日(水)までに地域づくり課(窓口・郵送・Eメ

ール)へ

前回の当選者
元島秀雄さん(東高陽区)

山本静男さん(戸切白谷区)

びわの葉湯
岡垣町の特産品

「ビワ」のイメージ商品

10月12日に春日市のクローバープラザで行われた社会福
祉大会で、ＮＰＯ法人障がい者ＹＹくらぶ(芦屋町)のみんな
が描いたバッジのデザインが、特別賞に選ばれました。ＹＹ
くらぶは、障害者にいろいろなことを経験させて彼らの特性
をより引き出そうという目的で活動しているくらぶで、岡垣
町からも３人所属しています。
来年の大賞受賞に向け、

日々頑張っています。
【文章と写真は障害者ＹＹくらぶ代表
吉田博恵さんからの提供】

赤い羽根バッジデザインで特別賞

中学校軟式野球新人大会で遠賀中間大会、筑豊大会を勝ち
抜き、11月24日と25日に行われる県大会に平成７年以来12
年ぶりに出場します。部員は大きな自信に繋がったことでし
ょう。これからも日々の練習に励んで、優勝目指して頑張っ
てください。
【文章と写真は岡垣中学校野球部後援会熊鰐会長からの提供】

南高陽区公民館では10月29日と30日の２日間、恒例となっ
た｢いきいき長生き講座｣を催し、76人が参加しました。
役場健康福祉課の内尾栄養士の講話や運動普及推進会「あい

あいうみがめ」のみなさんの健康体操、ダンス教室、リズム体
操、そして食進会のみなさんの健康食試食など、楽しく有意義
に過ごしました。南高陽区は高齢化率50パーセントと岡垣町で
は第一位で、町内きっての健康な地域として有名です。
【文章と写真は南高陽区田口誠さんの提供】

健康のこと、考えました

岡中野球部、県大会出場!!

▲広場で楽しくダンス教室

受賞記念にパチリ。写真左から直井
影虎さん(元松原区)、麻生和裕さん
(吉木区)、吉田博恵さん(代表)、林
晃代さん(東高陽区)

▲

▲みんな応援しています！
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橘
　
快か

い

ち
ゃ
ん
（
三
歳
）

平
成
16
年
11
月
17
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西)

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
っ
て
地

球
を
守
っ
て
ね

山
科
美
夢
華

み

む

か

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

平
成
18
年
11
月
９
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西)

い
っ
ぱ
い
泣
い
て
笑
っ
て
食

べ
て
大
き
く
な
ろ
う
ね

千
登
勢
萌め

い

愛あ

ち
ゃ
ん
（
二
歳
）

平
成
17
年
11
月
25
日
生
ま
れ(

東
高
陽)

わ
が
家
の
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
す
！

ヨ
ロ
シ
ク
ゥ
!!

井
上
　
零

は
じ
め

ち
ゃ
ん
（
二
歳
）

平
成
17
年
11
月
10
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西)

大
き
く
な
っ
た
ら
、
飲
み
に

行
こ
う
ね
。
ｂ
ｙ
パ
パ
よ
り

小
野
　
陽ひ

妃な
た

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

平
成
18
年
11
月
６
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西)

な
ん
で
も
興
味
津
々
!!
わ
が

道
を
ゆ
く
ひ
な
ち
ゃ
ん

田
上
　
聖
欣

し
ょ
う
ご

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

平
成
18
年
11
月
25
日
生
ま
れ(

海
老
津)

二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
ね
！

梶
原
　
善ぜ

ん

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

平
成
18
年
11
月
７
日
生
ま
れ(

公
園
通
り
中)

善
く
ん
の
笑
顔
に
メ
ロ
メ
ロ

だ
〜

向
井
　
美
空

み

く

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

平
成
18
年
11
月
11
日
生
ま
れ(

新
海
老
津)

き
れ
い
な
空
の
よ
う
に
美
空

の
笑
顔
で
元
気
に
し
て
ね

松
下
　
鈴り

ん

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

平
成
18
年
11
月
18
日
生
ま
れ(

山
田)

お
風
呂
大
好
き
　
す
く
す
く

育
っ
て
ネ
!!

俵
口
　
晃

ひ
か
る

ち
ゃ
ん
（
三
歳
）

平
成
16
年
11
月
17
日
生
ま
れ(

上
海
老
津)

元
気
で
健
や
か
に
優
し
い
男

の
子
に

山
　
　
空そ

ら

ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

平
成
18
年
11
月
９
日
生
ま
れ(

海
老
津)

青
空
の
よ
う
に
元
気
に
星
空
の

よ
う
に
優
し
く
育
っ
て
ね

山
田
徹
太
朗

て
つ
た
ろ
う

ち
ゃ
ん
（
二
歳
）

平
成
17
年
11
月
７
日
生
ま
れ(

海
老
津)

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
食
べ
て
、

大
き
く
な
あ
れ
！

11月生まれ

●募集対象 町内在住で、掲載月が誕生月の１～３歳の子ども●応募方法 投稿する写真・住所・親子の氏名(ふりがな)・子の生
年月日・電話番号・子どもへのコメント(22文字以内)・広報おかがきへの意見を、地域づくり課(窓口・郵送・Eメール)へ●締切
日 掲載月の１日※応募者多数の場合は抽選
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

役場・教育委員会
1282―1211

情報プラザ人の駅
1281―2005

こども未来館
1281―5501

東部公民館
1282―0035

中央公民館
1282―0162

西部公民館
1281―5006

町民武道館
1282―6111

岡垣サンリーアイ
1282―1515

社会福祉協議会
1283―2940

シルバー人材センター
1282―4688

いこいの里高齢者等
相談センター
1283―0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター
1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター
1282―5103

岡垣町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp
町の情報や広報おかがきを
見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp/plaza/

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
の
番
組「
ま
る

ご
と
福
岡
ト
ク
テ
レ
」で
、
岡
垣
町
の

旬
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

全
て
岡
垣
町
役
場
の
職
員
で
制
作
し

て
い
ま
す
。

と
　
き

11
月
29
日
(木)
午
後
５
時
30
分

〜
午
後
６
時
の
間
７
分
程
度

コ
ー
ナ
ー
名

岡
垣
い
き
い
き
ネ
ッ
ト

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

年
末
年
始
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

土
日
祝
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
31
日
(月)
〜
平
成
20
年
１

月
３
日
(木)

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
へ

休
業
期
間

12
月
28
日
(金)
〜
平
成
20
年

１
月
３
日
(木)

問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
1
２
０
１
‐
４
１
８
１
ま
た
は
環

境
共
生
課
へ

【
し
尿
】

休
業
期
間

12
月
29
日
(土)
午
後
〜
平
成

20
年
１
月
３
日
(木)

(

臨
時
収
集)

申
し
込
み
・
締
め
切
り

環
境
共
生
課

12
月
14
日
(金)
、
業
者(

環
整
1
２
２

３
‐
０
４
０
２)

12
月
26
日
(水)

収
集
日

12
月
20
日
(木)
〜
28
日
(金)
午
後

４
時

料
　
金

十
八

百
九
十
円
※
支
払

い
＝
人
頭
制
世
帯
は
収
集
時
、
従
量
制

世
帯
は
12
月
分
支
払
時
に
含
む

【
ご
み
】

リ
ッ

ト
ル

休
業
期
間

12
月
30
日
(日)
〜
平
成
20
年

１
月
３
日
(木)

※
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
は
12
月
29
日
(土)
午
前
11
時

30
分
ま
で

※
平
成
20
年
１
月
３
日
(木)
の
燃
え
な
い

ご
み
収
集
は
１
月
10
日
(木)
に
変
更

※
平
成
20
年
１
月
２
日
(水)
、
１
月
３
日

(木)
の
粗
大
ご
み
収
集
は
１
月
10
日
(木)

に
変
更

※
平
成
20
年
１
月
１
日
(火)
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
包
装
集
収
は
１
月
４
日
(金)

に
変
更

問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
へ

お
知
ら
せ

旬
の
岡
垣
を
テ
レ
ビ
で
放
映
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

年
末
年
始
は
休
日
ダ
イ
ヤ
で
す

年
末
年
始
の
犬
猫
の
引
き
取
り

年
末
年
始
の
し
尿
・
ご
み
収
集

12月４日～10日

人権週間
家庭、学校、職場、地域

の身近なことから人権を考

え、一人ひとりが人権意識

を育てていきましょう。
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12
月
10
日
(月)
〜
16
日
(日)
は
、
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

拉
致
問
題
な
ど
、
北
朝
鮮
か
ら
の
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る

な
か
、
こ
の
問
題
へ
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ

県
国
保
・
援
護
課
1
０

９
２
‐
６
４
３
‐
３
３
０
１
へ

視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
運
動
障
害

を
支
援
す
る
市
販
機
器
を
紹
介
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
吹
奏
楽
の
演
奏
、
視

覚
擬
似
体
験
、
車
い
す
ロ
ボ
ッ
ト
の
試

乗
、
昼
食
バ
ザ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

と
　
き

12
月
９
日
(日)
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

中
間
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

中
間
市
視
覚
障
害
者
の

会(

つ
ば
さ
の
会)

1
２
４
４
‐
６
２
７

２
へ

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

お 知 ら せ
来年4月よりお残り保育(バンビ組)が5時30分ま

で延長されます。2時降園　年少以上 300円

２歳児 350円

☆入園願書受付中☆
12月15日(土)新入園児お道具渡し

願書は随時受けつけております。音感教育・体操教室（コスモ）・英語教室（セイハ）
食育（アレルギー対応給食）かきかた教室
詳しくはホームページをご覧下さい。 岡垣町中央台５─７─18 TEL 282─1135

北
朝
鮮
の
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

イベント盛りだくさんです。みんな
で遊びに来てください。
と　き 12月15日(土)

午前10時～午後３時
ところ 情報プラザ人の駅
内　容
☆なんでも検索！インターネットで調
べてみよう
☆パソコン年賀状作成に挑戦!!
※年賀状は持参。30枚まで無料
☆創作工房　人の駅(ストラップ作り)
☆どうなっているの？スタジオの不思
議！来てみてなりきりお天気キャスタ
ー
☆飛び出すクリスマスカードを作ろう
☆タッチパネルでパソコンに挑戦!!
問い合わせ 情報プラザ人の駅へ

ククククリリリリススススママママスススス
ポポポポッッッットトトトララララッッッックククク
パパパパーーーーテテテティィィィーーーー

親子で！友達と！　
情報プラザ人の駅

年末感謝祭
国際交流員のルーシーさんとゲームや歌を歌った

りクリスマス・ツリーを飾ったりして一緒に楽しみ

ませんか。だれでも楽しめるパーティーです。

と　き 12月16日(日)午前11時～

ところ 中央公民館

定　員 100人程度

参加料 無料

持ってくるもの 料理一

皿※４人分以上

申し込み・問い合わせ

12月７日(金)までに岡垣

国際交流協会1 282－

0549または地域づくり

課へ

催
　
　
し

出
会
い
　
語
ら
い
　
明
る
い
未
来
へ

夢
の
つ
ば
さ
福
祉
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

住宅街の一軒家、ご自宅と変わらない環境の中で、ご
自分らしく過ごしていただきます。また、ご自宅に伺

い在宅生活を支援した
り、必要時は宿泊もで
きます。

チャレンジ！エコライフ！地球を守るのは家庭から
岡垣町独自の温暖化防止

の取り組み｢家庭版環境

ISO｣に参加する家庭を募

集します。家庭から始める

二酸化炭素削減にチャレン

ジしてみませんか？

１年間の取り組みが認定されると、認定証とマイ

バッグを贈呈します。

取り組みの例

〇照明などのスイッチは小まめに切ります

〇暖房は温度を上げすぎないように調整します

〇風呂の残り湯や雨水などを有効に利用します

〇買い物にはマイバックを持参しごみを減らします

申し込み 環境共生課・情報プラザ人の駅、東部・

中央・西部公民館にある申込書を環境共生課へ

問い合わせ 環境共生課へ

労
働
力
調
査
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

総
務
省
で
は
、
国
民
の
就
業
状
態
を
調
べ
る
た
め
、
毎
月
労
働
力
調
査
を
し

て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
統
計
を
作
る
こ
と
だ
け
に
使
わ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
調
査
統
計
課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
１
８
６
へ

と
　
き

12
月
９
日
(日)
午
後
０
時
45
分

〜と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日

市)内
　
容

コ
ン
サ
ー
ト
、
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
優
秀
作
品
発

表
、
講
演
会

問
い
合
わ
せ

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン

タ
ー
1
０
９
２
‐
５
８
４
‐
１
２
７
１
へ

申
し
込
み

12
月
３
日
(月)
〜
11
日
(火)
に

役
場
総
合
案
内
、
建
設
課
、
情
報
プ
ラ

ザ
人
の
駅
に
あ
る
申
込
書
を
県
住
宅
供

給
公
社
に
郵
送

問
い
合
わ
せ

県
住
宅
供
給
公
社
1
０

９
２
‐
７
１
３
‐
１
６
８
３
へ

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
法

務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
　
き

12
月
８
日
(土)
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

相
談
電
話

０
１
２
０
‐
５
５
１
‐
２

９
０

問
い
合
わ
せ

福
岡
法
務
局
1
０
９

２
‐
７
２
１
‐
９
１
６
６
へ

相
　
　
談

福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

一
人
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い

募
　
　
集

県
営
住
宅
の
入
居
者
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香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとしてご寄付が

ありました。厚くお礼を申し上げるとと
もに、故人のご冥福を心からお祈り申し
上げます。(10月受付分まで）

社会福祉協議会へ
○　大村　静穂　様　(鍋田)
故　大村　キヨ　様　91歳
○　小野　勝已　様　(東黒山)
故　小野　ツヤ　様　98歳
○　太郎良キリエ様　(東山田)
故　太郎良　好　様　89歳
○　米　　政江　様　(旭東)
故　米　ハツ子　様　84歳
○　西谷　里二　様　(百合ヶ丘)

故　西谷トシ子　様　65歳
○　柳　　秀明　様　(東高陽)
故　竹下　チヱ　様　80歳
○　中村　　厚　様　(鍋田)
故　中村　信子　様　79歳
○　白橋　　守　様　(手野)
故　白橋カネ子　様　95歳
○　吉田　裕希　様　(海老津)
故　吉田　澄子　様　84歳
○　矢野　正子　様　(新海老津)
故　矢野　　満　様　77歳
○　宮村　文博　様　(東松原)
故　宮村　三 様　96歳
○　鶴田多美子　様　(東高陽)
故　鶴田　義己　様　56歳

○　林　　恵子　様　(東高陽)
故　林　　　毅　様　51歳
○　林　　宣子　様　(西高陽)
故　林　龍太郎　様　93歳
○　小林キヨコ　様　(西高陽)
故　小林　一及　様　85歳
○　梅野　清實　様　(野間三)
故　梅野カズ子　様　92歳
○　中川　貞美　様　(三吉)
故　中川チズ子　様　77歳
老人クラブへ
○　小野　勝已　様
○　米　　政江　様
○　吉田　裕希　様
○　宮村　文博　様

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

12
月
14
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

出
演
者

マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
モ
ロ

ー
ソ
合
奏
団

曲
　
目

マ
ン
ド
リ
ン
協
奏
曲
第

１
楽
章
　
ほ
か

※
入
場
無
料

あ
そ
ぼ
う
２
０
０
７
こ
ど
も
も
お

と
な
も「
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
サ
ン
リ
ー

ア
イ
」

と
　
き

12
月
16
日
(日)
午
後
１
時

30
分

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

入
場
料

五
百
円(

４
歳
以
上
、
自

由
席)

体
験
会
受
講
生
募
集

【
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
〜
万
年
青(

お
も
と)

で
目
出

度
く
〜
】

と
　
き

12
月
20
日
(木)
午
前
10
時

〜
正
午

受
講
料

五
百
円

教
材
費

二
千
三
百
円

締
め
切
り

12
月
17
日
(月)

【
い
け
花(

池
坊)

〜
お
正
月
〜
】

と
　
き

12
月
28
日
(金)
午
後
１
時

〜
３
時

受
講
料

五
百
円

教
材
費

花
代
二
千
五
百
円
・
器

代
三
百
円
※
持
参
者
は
不
要

締
め
切
り

12
月
24
日
(月)

【
や
さ
し
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
〜
お
正
月
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
〜
】

と
　
き

12
月
28
日
(金)
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

受
講
料

五
百
円

教
材
費

三
千
円

締
め
切
り

12
月
20
日
(木)

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
か
ら
の
お
知

ら
せ寒

い
季
節
は
運
動
不
足
に
な
り

が
ち
で
す
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

で
解
消
し
ま
せ
ん
か
？

利
用
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
９

時料
　
金

二
時
間
四
百
円

問
い
合
わ
せ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
1
２
８
２
‐
５
８
５
８
へ

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

イオンカ－ド会員募集中！　毎月20日・30日は「お客さま感謝デ－」
問い合わせ先：イオンクレジットサービス㈱　℡092-282-8080

スーパーセンター岡垣店
遠賀郡岡垣町大字黒山338－1
TEL093－281－3600

イオン岡垣ショッピングセンタ－



16

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
三
十
八
度
以
上

の
高
熱
や
筋
肉
痛
な
ど
全
身
に
現
れ
る

症
状
が
重
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
肺

炎
や
気
管
支
炎
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
抵
抗
力
が
弱
い
と
言
わ

れ
る
高
齢
者
や
慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
、

腎
臓
病
、
心
臓
病
な
ど
の
人
は
重
症
化

し
や
す
く
、
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。
平
成
十
八
年

は
全
国
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
八
百
六

十
六
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。(

厚

生
労
働
省
、
平
成
十
八
年
人
口
動
態
統

計)

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く
い
、
も
し

朝
夕
一
段
と
冷
え
込
む
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
低
温
で
乾
燥
す
る
冬
場
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。
毎
年
流
行
地
で
は
人
口
の
約
10
〜
20
％
、
全
国

で
百
万
人
以
上
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

く
は
か
か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
済
む
効

果
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け
て

効
果
が
出
る
ま
で
約
二
週
間
、
持
続
効

果
は
約
五
か
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
流

行
す
る
前(

十
二
月
中
旬
ま
で)

に
は
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
六
十
五
歳

以
上
の
人
や
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
に
一
定
の
障
害

が
あ
る
人(

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
程

度)

は
自
己
負
担
千
円
で
接
種
で
き
ま

す
。感

染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
普
段
か
ら

十
分
な
睡
眠
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
が
け
、
体
力
や
抵
抗
力
を
付
け
、

ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
つ
け
な
い
工
夫
が
大

切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
病
し
て
四
十

八
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
の

増
殖
を
抑
え
る
薬
を
服
用
す
る
こ
と
で

重
症
化
を
防
げ
ま
す
。

早
め
に
受
診
し
治
療
す
る
こ
と
は
自

分
の
体
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

人
に
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
も
大

切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
し
っ
か
り

し
て
、
寒
い
季
節
を
上
手
に
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
能
見
　
由
香

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
重
症
化
す
る

こ
と
の
あ
る
怖
い
感
染
症
で
す

予
防
接
種
を
受
け
て

重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

生
活
の
中
で
で
き
る
感
染
予
防

「
か
か
っ
た
か
な
」と
思
っ
た
ら
、

な
る
べ
く
早
く
受
診
し
ま
し
ょ
う

ヘルシークッキング ～ホウレンソウのポタージュ～
材料（４人分）
○ホウレンソウ80ｇ○タマネギ80ｇ○ジ
ャガイモ200ｇ○オリーブオイル８ｇ○固
形ブイヨン２個○水600ml○塩４ｇ○コシ
ョウ少量○牛乳400cc○飾り用ホウレンソ
ウ40ｇ
作り方
①ホウレンソウはゆでて適当な大きさに
切る。飾り用は別に取っておく

②タマネギは薄切りにする。ジャガイモ
は１cm幅に切り、水にさらす

③鍋に②を入れ、オリーブオイルを振り
掛け、全体に混ぜる。弱火にしてふた
をし、蒸し炒めにする

④③に固形ブイヨンと水を加えて野菜が
柔らかくなるまで煮て、最後にホウレ
ンソウを加える

⑤④の粗熱を取り、ミキサーにかける
⑥⑤を鍋に入れ、牛乳を加えて弱火にか
け、塩、コショウで調味する

⑦器に盛り、飾り用ホウレンソウを散ら
す

一人分の栄養価
エネルギー135kcal、タンパク質4.7ｇ、
脂質６ｇ、炭水化物16.3ｇ、カルシウム
130ｍｇ、鉄0.8ｇ、ビタミンＢ１0.13mg、
ビタミンＢ２0.23mg、ビタミンＣ38mg、
食塩相当量1.1ｇ、食物繊維1.9ｇ

第184回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

●生活の中でできる感染予防●



17

▼遠賀郡山田村繪地図

第268回 

私
の
手
許
に
、「
遠
賀
郡
山
田
村
繪
地

図
」と
表
題
が
あ
る
絵
地
図
の
写
し
が
あ

る
。
江
戸
時
代
の
文
化
・
文
政
期(

一
八

〇
四
〜
一
八
二
九
年)

こ
ろ
に
、
描
か
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
か
っ
て
山
田
区
の
古
文
書

調
査
で
見
出
さ
れ
貴
重
な
資
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
区
の
石
田
健
次
氏
が
自

費
で
復
元
し
た
も
の
で
、
原
本
と
較
べ

て
も
遜
色

そ
ん
し
ょ
く
の
な
い
絵
地
図
で
あ
る
。

近
世
の
山
田
村
は
現
在
の
大
字
山
田

で
、
岡
垣
の
東
部
で
は
最
も
広
い
地
域

を
占
め
て
い
る
。
絵
地
図
は
山
地
を
緑

色
で
彩
い
ろ
ど
り
、
民
家
・
社
寺
・
お
堂
に
至

る
ま
で
描
き
込
み
、
南
北
に
村
を
横
断

す
る
唐
津
街
道
も
見
出だ

せ
る
。

こ
と
に
、
街
道
の
一
里
塚
や
松
並
木

が
、
一
本
一
本
ま
で
描
か
れ
て
い
る
こ

と
に
感
じ
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

描
か
れ
て
い
る
街
道
松
は
、
山
田
本

村
の
南
側
に
始
ま
っ
て
、
今
の
東
部
公

民
館
前
辺
り
ま
で
街
道
の
両
側
に
等
間

隔
に
植
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
本
数
は
南

方
向
に
た
ど
っ
て
右
側
に
二
十
六
本
、

左
側
に
二
十
二
本
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

思
い
が
け
な
か
っ
た
の
は
、
一
里
塚

の
位
置
が
は
っ
き
り
書
き
込
ま
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
今
の
山
田
小
学
校
裏

手
の
西
側
が
そ
れ
に
当
た
る
。

山
田
小
学
校
が
、
こ
の
地
に
新
築
移

転
し
た
の
は
明
治
四
十
四
年
だ
か
ら
、

お
そ
ら
く
そ
れ
ま
で
は
一
里
塚
は
残
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
学
校
用
地
の
造

成
で
一
里
塚
の
周
辺
が
、
削
ら
れ
る
か

埋
め
ら
れ
る
か
し
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で「
一
里
塚
」に
つ
い
て
、
少
し

予
備
知
識
を
得
て
お
こ
う
。

一
里
塚
と
は
、
街
道
の
両
側
に
一
里

ご
と
の
印
し
る
し
と
し
て
木
を
植
え
た
塚
の
こ

と
で
、
慶
長
九
年(

一
六
〇
四)

、
徳
川
家

康
が
秀
忠
に
命
じ
て
、
江
戸
日
本
橋
を

起
点
に
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
に

榎
え
の
き
を
植
え
た
一
里
塚
を
築
か
せ
、
全
国

に
普
及
さ
せ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
一
里
塚
が
全
国
の
主
要
街
道

に
整
備
さ
れ
た
の
は
、
慶
長
十
二
年(

一

六
〇
七)

こ
ろ
で
あ
る
。

街
道
を
往
来
す
る
旅
人
に
と
っ
て
一

里
塚
は
、
里り

程て
い

の
目
安
と
な
り
休
憩
の

場
所
と
も
な
り
、
ま
た
馬
や
駕
籠
か

ご

を
使

う
場
合
の
賃
料
の
目
安
に
も
な
っ
た
。

こ
の
頃
の
一
里
は
、
一
里
三
六
町
が

基
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
厳

密
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

山
田
村
の
一
里
塚
は
、
赤
間
宿
と
芦

屋
宿
の
ど
ち
ら
か
ら
一
里
だ
っ
た
の
か

判
ら
な
い
が
、
ほ
ぼ
中
間
の
位
置
だ
っ

た
よ
う
に
思
え
る
。
一
般
的
な
一
里
塚

の
構
造
は
、
街
道
の
左
右
両
側
に
五
間

(

約
九

)

四
方
の
小
山
状
の
塚
を
築
き
、

そ
の
上
に
榎
が
植
わ
っ
て
い
た
。

メ
ー

ト
ル

全
国
の
一
里
塚
に
は
、
榎
の
ほ
か
に

松
・
欅
け
や
き

・
檜
ひ
の
き
を
植
え
た
例
も
あ
る
。

榎
に
し
た
の
は
、
家
康
の
側
近
で
一

里
塚
建
造
の
総
監
督
を
勤
め
た
大
久
保

長
安

な
が
や
す

が
、
全
国
の
何
処

い
ず
こ

で
も
求
め
ら
れ

て
成
長
が
早
く
、
枝
葉
が
繁
茂
し
て
根

も
張
り
、
塚
が
崩
れ
な
い
な
ど
の
特
徴

を
認
め
て
選
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
て
一
里
塚
が
あ
っ
た
山
田
小
学

校
の
西
側
斜
面
に
は
、
か
な
り
の
樹
齢

の
榎
の
木
が
数
本
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
当
時
の
街
道
の
維
持
が
、
す

べ
て
岡
垣
の
村
む
ら
の
面
役

め
ん
や
く

に
委ゆ
だ

ね
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の

男
子
す
べ
て
が
、
村
ご
と
の
人
別
で
割

り
当
て
ら
れ
る
夫ぶ

役や
く

で
あ
る
。

当
時
の
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
面
役

は
村
人
一
人
当
た
り
街
道
の
保
全
に
約

五
間
の
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
大
名
通
過
の
際
に

は
荷
物
運
び
な
ど
の
助
郷

す
け
ご
う

も
あ
り
、
街

道
は
周
辺
の
百
姓
に
過
重
な
負
担
を
強し

い
た
存
在
で
も
あ
っ
た
。

戦
時
中
の
昭
和
十
二
年
こ
ろ
ま
で
は
、

ま
だ
幾
本
か
の
街
道
松
が
残
っ
て
い
た

が
、
戦
時
中
は
松
根
油

し
ょ
う
こ
ん
ゆ

を
採
取
す
る
な

ど
で
枯
れ
て
伐
採

ば
っ
さ
い

さ
れ
た
。

東
松
原
の
地
名
は
、
か
っ
て
の
街
道

松
並
木
に
因ち
な

ん
だ
も
の
で
あ
る

新
し
い
岡
垣
の
発
見
　
③

一
里
塚
と
街
道
松
並
木
の
風
景

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
石
井
　
邦
一



戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津 

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、 
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、 
百合ヶ丘、野間、上畑 

第
1

第
4第

2

第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程 

粗大ごみ収集日程 

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

月2回汲取り 

○保育料12月分…………………………12月末 
　(延長保育料は11月分) 
○町営住宅家賃12月分…………………12月末 
○固定資産税3期分……………………12月25日 
○国民健康保険税7期分………………12月25日 

土日祝日を除く収集日の2日前までに粗大ごみ受付センター1281ー5380へ 
電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四 

湯川、原、波津、内浦 

上畑、上高倉 

新海老津、上海老津、海老津（小局方面） 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ、月２回汲取りＢ 

吉木、元松原、東黒山、西黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

戸切、戸切百合野、戸切白谷 

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間 

新海老津、山田、西山田、東山田、 
南山田、茅原、桜台、野間 

○女性のための悩みごと相談 

　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 

　1093－561－5737《毎週水曜日》 

○教育電話相談(教育委員会内) 

　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 

○心配ごと相談　14:00～16:00 

　14日(金)東部公民館、21日(金)ことぶき荘 

○法律相談　13:30～16:30 

　7(金)、21日(金)いこいの里 

　※要電話予約1283－2940 

○行政相談　13:30～16:00 

　14(金)、28(金)いこいの里 

○交通事故相談　10:00～16:00 

　3日(月)宗像市役所10940－36－5050 

　12日（水）ハピネスなかま1244－1111

12月の納期 

各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 

三吉団地、三吉 

元松原、西黒山、吉木、高塚 
 

三吉 

三吉 

手野、新松原、三吉団地、三吉 

波津、原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚 

高塚、吉木（倉丸方面） 

高倉、吉木（倉丸方面） 

上畑、海老津、高倉、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

12月 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

手野、三吉、吉木、新松原、高塚 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野② 

海老津 

人　口…32,374人(＋41) 

　　　内169人は外国人 

女　性…17,000人(＋19) 

男　性…15,374人(＋22) 

世帯数…12,283世帯(＋24) 

　　内81世帯は外国人世帯 

　　  ※(　　)は前月との比較 

出　生…25人 

死　亡…33人 

転　入…126人 

転　出…77人 

まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（10月末） 

人身事故件数（9月） 

救急・火災医療（10月） 

救急
 出場件数 102 

 搬送人員 96 

火災
 出火件数 1 

 り災世帯 0 

 火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

14 

0 

0 

15

（－2） 

（±0） 

（±0） 

（－3） 

（－7） 

（±0） 

（±0） 

（±0） 

116 

0 

4 

156

9月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

吉木、塚原Ｂ 
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12月の行事予定 12月の行事予定 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

人権講演会(岡垣サンリーアイ)13:30～16:00  
東部・中部保育所生活発表会(両保育所)東部9:00～中部9:20～ 

子育て相談(こども未来館)9:30～11:00  
自由広場(こども未来館)9:30～11:00  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

３歳児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30  
こどもの発達相談｢予約制｣(役場)9:00～12:30

祝・天皇誕生日 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館)10:00～12:30

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
12
月
上
旬『「
人
権
の
花
」ひ
ま
わ
り
の
取
り
組
み
展
』下
旬『
児
童
生
徒
の
人
権
作
品
展
』 

2日 
4日 
 
 

8日 
9日 
14日 

 
 
 
 

16日 
 
 

21日 
 

22日 
23日 

おはなし会14:30 
チェコ少年合唱団「ボニ・プ
エリ」クリスマス・コンサート
19:00 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
第５回SISAYチャリティー
コンサート18:00 
いちご畑のコンサート「マン
ドリン・アモローソ合奏団」
18:30 

ゆめフェスタサンリーアイ
13:30 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート(宮田
果奈)18:30 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
 

1日 
 
 
 

4日 
 

7日 
 

8日 
9日 
 
 

13日 
 
 

15日 
 

16日 
 
 
 

18日 
 

21日 
22日 

イラストクラブ 
　10:30～12:00 
　13:00～14:30 
アウトドアクラブ10:00～ 
双子ちゃん情報交換会 
　10:00～12:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
ママの時間10:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
おもちゃ病院10:00～15:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
ママの時間10:00～12:00 

クリスマスキッズパーティ 
　10:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
妊婦胎教教室 
　10:00～11:30 
ベビークラブ10:00～11:30 
料理クラブ 
　①10:00～②13:30～ 
親子で楽しむおりがみ教室 
　10:00～12:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～12:00

2日 
 
 

8日 
 
 

9日 陸上競技連盟・岡垣町長距離
走大会（町民総合グラウンド）
8:00～13:00 
グラウンドゴルフ連盟・年忘
れ交歓大会（町民総合グラウ
ンド）9:00～14:00 

バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「壮年後期」（岡
垣サンリーアイ）9:00～
20:00 
第４１回遠賀郡ロードレース
大会（芦屋町祇園崎運動広場）
8:30～13:00

1日 
 

8日 
9日 
 

15日 
 

16日 
22日 
23日 

舞踊・カラオケ花柳流（いち
の会） 
新舞踊翼流（翼 しげる） 
日本舞踊宗家西川流（西川 
昌蔵） 

カラオケ（野間カラオケ同好
会） 
新舞踊末広会（吹雪 さくら） 
舞踊・歌（ジョイフルの会） 
 冨久美新舞踊（冨久美あや子） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　8日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 

三里松原松葉かき(三里松原内黒山浜)9:00～11:00

遠賀・中間農業祭(芦屋競艇場)9:30～15:00

クリスマスポットラックパーティー(中央公民館) 
11:00～13:30

情報プラザ人の駅 
1日 
 

3日 
 

4日 
 
 
 

6日 
 

8日 
 

10日 
 

11日 
 

13日 
 

15日 
 

17日 
 

18日 
 

20日 
 

27日 

パソコン相談室 
　13：00～16：00 
ポストカード作成教室① 
　10：00～12：00 
若葉マーク教室 
　10：00～12：00 
エクセルで家計簿① 
　13：00～15：00 
パソコン体験室 
　10：00～12：00 
パソコン相談室 
　13：00～16：00 
ポストカード作成教室② 
　10：00～12：00 

エクセルで家計簿② 
　13：00～15：00 
パソコン体験室  
　10：00～12：00 
年末代感謝祭 
　10：00～15：00 
ポストカード作成教室③ 
　10：00～12：00 
エクセルで家計簿③ 
　13：00～15：00 
パソコン体験室 
　10：00～12：00 
パソコン体験室 
　10：00～12：00

日付 行　事 

6 木 

7 金 

14金 

28金 

21金 

1 土 

8 土 

15土 

5 水 

3 月 

4 火 

13木 

20木 

27木 

12水 

19水 

26水 

11火 

18火 

25火 

2 日 

9 日 

16日 

22土 

23日 

29土 

30日 

10月 

24月 

31月 

17月 

※各講座は、事前の申込が必要です。 

　　　 公共施設などの休み  
  
　　　　  12/29～1/3  
　　　役場、東部・中央・西部公民館、  
　　　情報プラザ人の駅、こども未来館、  
　　　岡垣サンリーアイ、いこいの里  
  
　※コミュニティバスふれあいは、  
　　12/31から1/3まで休日ダイヤで運行 
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▼
こ
れ
と
言
っ
て
趣
味
の
な
い

私
で
す
が
、
唯
一
そ
れ
ら
し
い

と
言
え
る
の
が
激
安
海
外
旅
行

で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ア
ジ

ア
を
中
心
に
計
十
か
所
く
ら
い

行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
気
に
な

る
の
が
、
ど
こ
の
国
に
行
っ
て

も
現
地
の
人
と
間
違
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
。
そ
れ
だ
け
溶
け
込

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
…
。
ま
あ
そ
れ
以
外
は
日

常
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き

る
、
よ
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
次
は
ア
ジ
ア
以
外
に

挑
戦
し
た
い
で
す
。

(

竹
森)

▼
12
月
１
日
(土)
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
海

老
津
駅
前
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
と
も
り
ま
す
。
高
校
生
の

こ
ろ
、
部
活
で
毎
日
帰
り
が
遅

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
真
っ
暗

で
寒
い
中
、
駅
を
降
り
て
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
明
か
り
を
見

る
と「
帰
っ
て
き
た
ぁ
…
」と
、

ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
昨
年
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
続
き
、
今
年

も
新
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
登
場
す
る
よ
う
で
す
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

(

波
多
野)

広報おかがきは古紙配合率100％再生紙を使用しています
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５月に発足した山田校区コミュニ
ティ運営協議会のわきあいあい部会
が、10月28日に親子たこ揚げ大会
を開催しました。
この催しは、山田校区コミュニテ

ィの世代間交流と、団地地域と農村
地域の交流、農村地域の環境にふれ
あうことを目的として行われました。
当日は親子約100人が参加して東

中学校体育館で「ダイヤたこ」を作

※校区コミュニティ
小学校区を単位とした地域社会のことです。これは、現在の自治区単位では対応しにくい
課題を解決するため、地域と行政が対等な関係を築きながら住民主役のまちづくりを進める
ものです。平成19年度から山田小学校区がそのモデルとして活動しています。現在、内
浦・吉木・海老津・戸切校区でも校区コミュニティづくりに向け、検討されています。

り、東中学校下の稲刈りが終わった
田んぼで揚げました。たこの作り方
は山田校区コミュニティ役員の松本
威彦さん(旭南区)が指導しました。
参加者からは、「初めて作りました。

自分のたこが揚がる瞬間はとてもす
がすがしい気持ちでした。会場の田
んぼも趣があっていいですね。これ
からもこの取り組みを続けてほしい
です」という声が聞かれました。

やまだの風に夢を乗せて


